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○ 県道前橋長瀞線の区域の変更（本庄県土整備事務所） 

○ 県道前橋長瀞線の区域の変更（本庄県土整備事務所） 

○ 県道長瀞児玉線の区域の変更（本庄県土整備事務所） 

○ 県道矢納浄法寺線の区域の変更（本庄県土整備事務所） 

○ 県道さいたま栗橋線の区域の変更（杉戸県土整備事務所） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 
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を
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す
る
規
則 

 

埼
玉
県
自
転
車
競
走
実
施
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
平
成
何
年
度
」
を
「
何
年
度
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
二
条
第
一
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。 

 

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
入
場
料
の
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に

改
め
、
同
項
の
表
特
別
入
場
料
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
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第
五
十
四
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
場
以
外
の
競
輪
場
と
し
て
車
券
の
発
売
等
を
行
う
場
合
の

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
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第
五
十
八
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第
二
項
及
び
第
六
十
一
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第
二
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「
第
五
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第

五
十
四
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
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二
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行
す
る
。 

特

別

入

場

料 

西

武

園

競

輪

場

 

大

宮

競

輪

場 
特

別

観

覧

席 

ロ

イ

ヤ

ル

席 

特

別

観

覧

席 

一
、
○
○
○
円 

三
、
○
○
○
円 

一
、
○
○
○
円 

 

特

別

入

場

料 

西

武

園

競

輪

場

 

大

宮

競

輪

場 

特

別

観

覧

席 

特

別

観

覧

席 

三
○
○
円 

三
〇
〇
円 

 



規

則 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

四
十
条
の
三
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
当
該
書
面
の
交
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
適
当
と
知
事
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 

指
定
代
理
納
付
者
に
よ
る
歳
入
の
納
付
手
数
料 

当
該
歳
入
に
係
る
収
入
金 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
十
四
号 

埼
玉
県
議
会
令
和
元
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
元
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）
、
令
和
元
年
度
埼
玉
県
災
害
救
助
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
、

令
和
元
年
度
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
、
令
和
元
年
度
埼
玉
県

県
営
住
宅
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
、
令
和
元
年
度
埼
玉
県
地
域
整
備
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 



 

 

      令和元年度埼玉県一般会計補正予算（第５号） 

 令和元年度埼玉県一般会計の補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ23,139,767千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,920,415,013千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の追加及び変更は、「第３表債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表地方債補正」による。 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

9 

 

国 庫 支 出 金 

 

 

 

   163,022,577  14,999,186  178,021,763  

1 国 庫 負 担 金  105,315,339  10,263  105,325,602 

   2 国 庫 補 助 金  49,663,658  14,988,923  64,652,581 

13 繰 越 金     958,700  2,068,386  3,027,086 

1 繰 越 金  958,700  2,068,386  3,027,086 

14 諸 収 入     34,320,523  18,195  34,338,718 

   4 受 託 事 業 収 入  3,988,014  18,195  4,006,209 

15 県 債     218,389,000  6,054,000  224,443,000 

   1 県 債  218,389,000  6,054,000  224,443,000 

歳 入 合 計 1,897,275,246  23,139,767  1,920,415,013 

 

 

 

 

 

 

 



 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

6 農 林 水 産 業 費     24,690,829  1,304,635  25,995,464 

   1 農 業 費  8,277,634  968,891  9,246,525 

   4 林 業 費  4,411,565  335,744  4,747,309 

7 商 工 費     18,954,603  95,726  19,050,329 

   2 観 光 費  283,303  95,726  379,029 

8 土 木 費     121,163,558  1,591,500  122,755,058 

   2 道 路 橋 り ょ う 費  52,018,447  400,000  52,418,447 

   3 河 川 費  31,567,530  1,191,500  32,759,030 

9 警 察 費     151,533,973  15,065  151,549,038 

   1 警 察 管 理 費  140,000,445  15,065  140,015,510 

11 災 害 復 旧 費     20,940  20,132,841  20,153,781 

   1 民 生 施 設 災 害 復 旧 費    232,512  232,512 

   2 農林水産施設災害復旧費  10,890  5,879,994  5,890,884  

   3 商 工 施 設 災 害 復 旧 費    2,907,407  2,907,407  

   4 土 木 施 設 災 害 復 旧 費  10,050  10,667,700  10,677,750 



款 項 補 正 前 の 額   補 正 額  計 

   5 警 察 施 設 災 害 復 旧 費    8,994  8,994 

   6 教 育 施 設 災 害 復 旧 費    379,091  379,091 

   7 県庁舎等施設災害復旧費    57,143  57,143 

歳 出 合 計 1,897,275,246  23,139,767  1,920,415,013 

 

  第11款災害復旧費中第2項土木施設災害復旧費を第4項、第1項農林水産施設災害復旧費を第2項とし、第1項として民生施設災害復旧費、第3項として

商工施設災害復旧費をそれぞれ加える。 



 

第２表 繰越明許費補正                                                                                         

 追  加                                                       （単位 千円） 

款 項   事 業 名   金 額  

     
  
災害防除費  50,000  

     
  
自転車歩行者道整備費  160,000  

     
  
道路安全施設費  60,000  

     
  
社会資本整備総合交付金（維持）事業費  198,000  

     
  
道路改築費  10,000  

   2 道 路 橋 り ょ う 費 
  
道路改築事業費  400,000  

     
  
社会資本整備総合交付金（改築）事業費  565,000  

     
  
橋りょう修繕費  2,289,280  

     
  
社会資本整備総合交付金（橋りょう維持）事業費  50,000  

8 土 木 費    
  
橋りょう架換費  606,000  

     
  
社会資本整備総合交付金（橋りょう整備）事業費  340,000  



款 項  
 

事       業       名  金       額  

     
  
ダム等施設管理費  108,000  

     
  
河川改修費  220,000  

   

3 河 川 費 

  
社会資本整備総合交付金（河川）事業費  919,400  

   
 
河川施設震災対策費  92,000  

     
  
床上浸水対策事業費  414,000  

     
  
川の国埼玉はつらつプロジェクト推進費  10,500  

   

4 都 市 計 画 費 

  
街路整備費  1,295,300  

   
 
社会資本整備総合交付金（街路）事業費  450,000  

11 災 害 復 旧 費 

 

4 土木施設災害復旧費 

  
令和元年発生土木施設災害復旧費  5,836,000  

  
令和元年発生都市施設災害復旧費  4,180,000  

6 教育施設災害復旧費 
  
令和元年発生社会教育施設災害復旧費  363,693  

 



 

第３表 債務負担行為補正 
 

 追  加                                                    （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 
東京オリンピック・パラリンピック競技観戦支援事

業   令 和 2 年 度   255,037  

 舗装道整備   令 和 2 年 度   1,649,140  

 道路安全施設   令 和 2 年 度   333,000  

 社会資本整備総合交付金（交通安全）事業   令 和 2 年 度   50,000  

 社会資本整備総合交付金（改築）事業   令 和 2 年 度   260,000  

 排水機場等維持修繕   令 和 2 年 度   8,000  

 河川維持修繕   令 和 2 年 度   100,000  



 

  

 事 項   期 間   限 度 額  

 川の国埼玉はつらつプロジェクト推進   令 和 2 年 度   117,000  

 砂防維持修繕   令 和 2 年 度   20,000  

 砂防施設   令 和 2 年 度   80,000  

 街路整備   令 和 2 年 度   100,000  



 

 変  更                                                    （単位 千円） 

事                   項 
補 正 前  補 正 後  

期 間 限 度 額  期 間 限 度 額  
 

 橋りょう修繕 

  

令 和 2 年 度 

  

334,000 

  

令 和 2 年 度 

  

756,000 

 

 河川改修 

  

令 和 2 年 度 

  

100,000 

  

令 和 2 年 度 

  

301,000 

 

 社会資本整備総合交付金（河川）事業 

  

令 和 2 年 度 

  

1,474,000 

  

令 和 2 年 度 

  

1,848,000 



 第４表 地方債補正 
 
 追  加                                                                                                          （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法 

 

民 生 施 設 災 害 復 旧 事 業  77,000  

普通貸借又は証券発行（他

の地方公共団体との共同発

行を含む。）。ただし、発

行価格が額面金額を下回る

ときは、その発行価格差減

額をうめるため必要な金額

を限度額に加算した金額と

することができる。 

  10％以内。ただし、利

率見直し方式で借り入

れる資金について、利

率の見直しを行った後

においては、当該見直

し後の利率とする。 

  政府資金についてはその融通

条件により、銀行その他の場

合はその債権者と協定した融

通条件による。ただし、県財

政の都合により据置期間を短

縮し、若しくは繰上償還又は

低利に借り換えることができ

る。 

 

 
農 林 施 設 災 害 復 旧 事 業  754,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 

 
土 木 施 設 災 害 復 旧 事 業  2,315,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 

 
都 市 施 設 災 害 復 旧 事 業  1,486,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 

 
警 察 施 設 災 害 復 旧 事 業  8,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 



 

 
教 育 施 設 災 害 復 旧 事 業  368,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 

 
県 庁 舎 等 施 設 災 害 復 旧 事 業  57,000  同 上

  

同 上

  

同 上
 

  



 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

造 林 事 業  29,000  

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し

方式で借り入れ

る資金につい

て、利率の見直

しを行った後に

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合

により据置期間を

短縮し、若しくは

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

64,000

      

 

 

    

 

県 単 独 治 山 事 業  337,000２ 同 上

  

同 上

  

同 上

  

385,000

     

 

治 山 事 業  127,000  同 上

  

同 上

  

同 上

  

211,000

     

 

県単独道路建設事業  21,743,000  同 上

  

同 上

  

同 上

  

21,943,000

     

 

（  補正前に同じ。） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

 
県単独河川改修事業  6,400,000  同 上  同 上  同 上

  
6,995,000

          

 
県 単 独 砂 防 事 業  527,000  同 上  同 上  同 上

  

554,000

         
 

 

 

   

 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

 

   令和元年度埼玉県災害救助事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度埼玉県災害救助事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （予算の名称等） 

第１条 「平成３１年度埼玉県災害救助事業特別会計予算」の名称を「令和元年度埼玉県災害救助事業特別会計予算」とする。 

２ 令和元年度埼玉県災害救助事業特別会計予算中の平成３１年度以降の元号による表示を「令和」に読み替えるものとする。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第２条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,250,600千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,016,815千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「別表歳入歳出予算補正」による。 

 

 

別表 歳入歳出予算補正 

 
 歳  入                                                                                                 a（単位 千円） 

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 1 
 

 

国 庫 支 出 金 
 
 

 
   305,851  625,300  931,151 

 1 国 庫 負 担 金  305,851  625,300  931,151 

 
 
 
 



 

  
 3 繰 入 金     445,850  625,300  1,071,150 

    2 基 金 繰 入 金  305,850  625,300  931,150 

 歳 入 合 計  766,215  1,250,600  2,016,815 

 
 
 
 
 
  歳  出                                                                                                  （単位 千円） 

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 1 災 害 救 助 事 業 費     766,215  1,250,600  2,016,815 

    1 救 助 費  611,702  1,250,600  1,862,302 

 歳 出 合 計  766,215  1,250,600  2,016,815 
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   令和元年度埼玉県国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度埼玉県国民健康保険事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （予算の名称等） 

第１条 「平成３１年度埼玉県国民健康保険事業特別会計予算」の名称を「令和元年度埼玉県国民健康保険事業特別会計予算」とする。 

２ 令和元年度埼玉県国民健康保険事業特別会計予算中の平成３１年度以降の元号による表示を「令和」に読み替えるものとする。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第２条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ107,857千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ616,509,402千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「別表歳入歳出予算補正」による。 

 

別表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

7 繰 入 金     40,446,939  107,857  40,554,796 

   2 基 金 繰 入 金  300,000  107,857  407,857 

歳 入 合 計 616,401,545  107,857  616,509,402 
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 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

4 前 期 高 齢 者 納付 金等     310,700  67,101  377,801 

   1 前 期 高 齢 者 納 付 金 等  310,700  67,101  377,801 

7 共 同 事 業 拠 出 金     764,286  40,756  805,042 

   1 共 同 事 業 拠 出 金  764,286  40,756  805,042 

歳 出 合 計 616,401,545  107,857  616,509,402 

 

   

 



 

 

   令和元年度埼玉県県営住宅事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度埼玉県県営住宅事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

（予算の名称等） 

第１条 「平成３１年度埼玉県県営住宅事業特別会計予算」の名称を「令和元年度埼玉県県営住宅事業特別会計予算」とする。 

２ 令和元年度埼玉県県営住宅事業特別会計予算中の平成３１年度以降の元号による表示を「令和」に読み替えるものとする。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第２条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ224,377千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13,054,441千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の追加は、「第２表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額   補 正 額  計 

 
2 国 庫 支 出 金     1,811,303  112,188  1,923,491 

   1 国 庫 補 助 金  1,811,303  112,188  1,923,491 

 5 繰 越 金     1  189  190 

    1 繰 越 金  1  189  190 

 7 県 債     1,984,000  112,000  2,096,000 

    1 県 債  1,984,000  112,000  2,096,000 

 歳 入 合 計 12,830,064  224,377  13,054,441 

 

 

 歳  出 

 

 

（単位 千円） 
 

 

款 項  補 正 前 の 額   補 正 額  計 

1 住 宅 事 業 費     9,695,857  224,377  9,920,234 

   1 住 宅 管 理 費  6,049,316  224,377  6,273,693 

歳 出 合 計 12,830,064  224,377  13,054,441 



 

 
第２表 地方債補正                                                                                                 

 追  加                                                                                                        （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法 

 

公 営 住 宅 管 理 事 業   112,000  普 通 貸 借 又 は 証 券 発 行   

10％以内。ただし、利

率見直し方式で借り入

れる資金について、利

率の見直しを行った後

においては、当該見直

し後の利率とする。 

  
政府資金についてはその融通

条件により、銀行その他の場

合はその債権者と協定した融

通条件による。ただし、県財

政の都合により据置期間を短

縮し、若しくは繰上償還又は

低利に借り換えることができ

る。 

 

 

  

 



       

 

 

   令和元年度埼玉県地域整備事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 令和元年度埼玉県地域整備事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （予算の名称等） 

第２条 「平成３１年度埼玉県地域整備事業会計予算」の名称を「令和元年度埼玉県地域整備事業会計予算」とする。 

２ 令和元年度埼玉県地域整備事業会計予算中の平成３１年度以降の元号による表示を「令和」に読み替えるものとする。 

 （業務の予定量） 

第３条 令和元年度埼玉県地域整備事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

区          分 既 決 予 定 量 補 正 予 定 量 計 

 (2) 主 な る 建 設 改 良 事 業  18,158,196 千円  1,309,687 千円 19,467,883 千円 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条本文括弧書中「19,352,083千円」を「20,661,770千円」に改め、資本的収入及び支出のうち資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 
支 出 

 

（単位 千円）  

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 第１款 資 本 的 支 出  21,004,944  1,309,687  22,314,631  

  第１項 建 設 改 良 費  18,451,698  1,309,687  19,761,385  



 

            

 （継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額を次のとおり補正する。 

（単位 千円） 

款 項  事 業 名  
 補 正 前   補 正 後  

総   額  年   度  年  割  額 総   額  年   度  年  割  額 

1 資本的支出 1 建設改良費 

 
草 加 柿 木 地 区 

産業団地整備事業 

 

13,695,516  

平成29年度 

平成30年度 

令和元年度 

 

8,370,916 

2,885,600 

2,439,000 

15,005,203  

平成29年度 

平成30年度 

令和元年度 

 

8,370,916 

2,885,600 

3,748,687 
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平成３０年度 

 

埼玉県歳入歳出決算審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 県 監 査 委 員 



























































 

平成３０年度 

 

埼玉県公営企業会計決算審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 県 監 査 委 員 









































































































































告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
十
六
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
元
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
一
部
解
除

す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
行
田
市
富
士
見
町
一
丁
目
十
六
番
二
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 
 



 地番：埼玉県行田市富士見町一丁目 
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て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

医
療
法
人
豊
岡
整
形

外
科
病
院 

大
城
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
宏
友

会 

栗
原
整
形
外
科 

医
療
法
人
社
団
東
光

会 

戸
田
中
央
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院 あ
い
小
児
科 

ア
イ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

ク
蕨
眼
科 

錦
町
整
形
外
科
内
科 

名 
 

称 

医
療
法
人
豊
岡

整
形
外
科
病
院 

医
療
法
人
大
城

メ
デ
ィ
カ
ル 

医
療
法
人
社
団

宏
友
会 

医
療
法
人
社
団

東
光
会 

医
療
法
人
社
団

ケ
ア
コ
ミ 

医
療
法
人
社
団

ト
ー
タ
ル
ア
イ
ケ

ア 医
療
法
人
社
団

康
和
会 

開 

設 

者 

名 

入
間
市
豊
岡
一
―
七
―
一
六 

朝
霞
市
本
町
二
―
三
―
八 

朝
霞
市
幸
町
一
―
一
三
―
七 

戸
田
市
新
曽
南
四
―
一
―
二
九 

草
加
市
草
加
一
―
一
八
―
一
二 

蕨
市
塚
越
二
―
三
―
一
二 

蕨
市
錦
町
一
―
一
〇
―
一
〇 

所 
 

在 
 

地 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
月

一
日 

令
和
元
年
七
月

二
十
九
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
二

月
一
日 

指
定
年
月
日 



 

セ
キ
薬
局 

久
喜
中

央
店 

日
本
調
剤 

春
日
部

中
央
薬
局 

星
谷
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 国
神
引
間
歯
科
医
院 

み
つ
は
し
歯
科 

向
陽
歯
科
・
矯
正
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
医

院 あ
さ
か
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

草
加
い
す
ず
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

ウ
エ
ル
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
悠
眞

会 

た
わ
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク 

幸
手
ク
リ
ニ
ッ
ク 

さ
き
た
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク 

株
式
会
社
セ
キ
薬

品 日
本
調
剤
株
式

会
社 

鳥
塚 

慎
二 

医
療
法
人
社
団

緑
正
会 

髙
田 

直
樹 

医
療
法
人
社
団

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会 

医
療
法
人
志
文

会 鮫
島 

由
樹
夫 

医
療
法
人
い
す
ず

会 医
療
法
人
社
団

仁
歯
会 

医
療
法
人
社
団

悠
眞
会 

医
療
法
人
如
月

会 医
療
法
人
愛
應

会 

久
喜
市
本
町
八
―
五
―
三
五 

春
日
部
市
中
央
六
―
八
―
四 

吉
川
市
保
一
―
一
二
―
一
九 

秩
父
郡
皆
野
町
国
神
六
五
五
―

一
一 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
小
鹿
野
一
七

五
〇 

所
沢
市
緑
町
四
―
三
六
―
四 

志
木
市
本
町
五
―
二
四
―
一
八

川
島
屋
本
社
ビ
ル
三
・
四
階 

朝
霞
市
本
町
一
―
一
二
―
一
〇

マ
ル
エ
ツ
朝
霞
店
三
階 

草
加
市
高
砂
二
―
九
―
一
草
加

マ
ル
イ
七
階 

春
日
部
市
藤
塚
一
〇
五
三
―
五 

鶴
ヶ
島
市
藤
金
六
五
〇
―
一 

幸
手
市
上
高
野
二
〇
七
七 

行
田
市
持
田
一
二
三
二
―
一 

令
和
元
年
十
二

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
月

九
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
月

二
十
九
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
九
月

一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 



  

医
療
法
人
相
羽
医
院 

た
ん
ぽ
ぽ 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

ラ
イ
ム
ラ
イ
フ 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

ト
ー
タ
ル
ケ

ア
入
間
ジ
ョ
ン
ソ
ン

タ
ウ
ン 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

加
須
久
下
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

行
田
棚
田
町
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
富

士
見
鶴
瀬
駅
西
口
店 

有
限
会
社
イ
デ
薬
局 

薬
局
ト
モ
ズ 

シ
ー

ア
イ
ハ
イ
ツ
和
光
店 

ア
イ
ン
薬
局 

朝
霞

青
葉
台
店 

み
な
み
薬
局 

さ
く
ら
そ
う
薬
局 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

上
尾
原
市
店 

医
療
法
人
相
羽

医
院 

株
式
会
社
ラ
イ
ム

ラ
イ
フ 

株
式
会
社
Ｌ
ｅ
―

ｃ
ａ
ｌ
ｄ
ｏ 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

有
限
会
社
イ
デ
薬

局 株
式
会
社
ト
モ
ズ 

株
式
会
社
ア
イ
ン

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ズ 

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｐ 

株
式
会
社
メ
デ
ィ

シ
ス
テ
ム 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

吉
川
市
吉
川
六
二
五
―
一 

深
谷
市
緑
ケ
丘
一
一
―
三
三 

入
間
市
東
町
一
―
六
―
一
七
平

成
ハ
ウ
ス
二
九
―
Ｅ 

加
須
市
久
下
三
―
四
三
五
―
一

九 行
田
市
棚
田
町
二
―
一
―
一
三 

富
士
見
市
鶴
馬
二
六
一
五
―
二 

入
間
市
豊
岡
一
―
七
―
二
一
イ

ル
マ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
一
〇
一 

和
光
市
本
町
三
一
―
一 

朝
霞
市
青
葉
台
一
―
三
―
二 

朝
霞
市
朝
志
ヶ
丘
四
―
七
―
一

四 戸
田
市
新
曽
九
八
四
―
一 

上
尾
市
原
市
一
―
一
二 

令
和
元
年
十
月

九
日 

令
和
元
年
十
月

一
日 

令
和
元
年
十
二

月
一
日 

令
和
元
年
九
月

一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
二

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
月

一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

    

田
村 

泉
葵 

首
藤 

正
樹 

前
澤 

日
菜

子 内
田 

智
美 

鈴
木 

祥
平 

藤
田 

丈
裕 

猿
渡 

茜 

森
田 

恭
平 

氏 
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 住

所 

は
っ
と
り
は
り
・

き
ゅ
う
接
骨
院

（
本
郷
院
） 

ひ
ば
り
東
洋
鍼
灸

院 は
っ
と
り
は
り
・

き
ゅ
う
接
骨
院

（
宮
原
西
院
） 

株
式
会
社
孫
の

手
倶
楽
部 

赤

羽
事
業
所 

ア
ス
ウ
ェ
ル
鍼
灸

接
骨
院 

た
か
の
は
接
骨
院 

健
盛
鍼
灸
接
骨

院 久
米
川
駅
前
接

骨
院 名 

 

称 

施
術
所 

さ
い
た
ま
市
北
区
本
郷
町
六
一 

所
沢
市
上
安
松
二
三
五
―
九 

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
三
―

五
六
七
―
四 

東
京
都
北
区
赤
羽
西
一
―
一
七

―
六
佐
藤
ビ
ル
七
〇
一 

飯
能
市
双
柳
八
七
―
五
六 

三
郷
市
岩
野
木
三
六 

鶴
ヶ
島
市
高
倉
二
三
九
―
五 

東
京
都
東
村
山
市
栄
町
二
―
四

―
三 

所 

在 

地 

令
和
元
年
十
一

月
十
九
日 

令
和
元
年
十
一

月
二
十
五
日 

令
和
元
年
十
一

月
十
九
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
二

月
六
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
一

月
一
日 

令
和
元
年
十
二

月
一
日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

指
定
医
療
機
関 

二 

指
定
施
術
機
関 

 

ア
イ
ン
薬
局
本
庄

店 ア
イ
ン
薬
局
春
日

部
西
口
店 

名

称 

名 
 

称 

名 
 

称 

変
更
事
項 

あ
さ
ひ
調
剤
薬
局
本
庄

店 中
央
１
丁
目
薬
局 

変

更

前 

ア
イ
ン
薬
局
本
庄
店 

ア
イ
ン
薬
局
春
日
部
西
口

店 

変

更

後 

藤
井 

強
志 

鹿
戸 

紀
美 

氏

名 

施
術
所 

施
術
所 変

更
事
項 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

東
京
都
足
立
区
千
住

宮
元
町
二
七
―
三 

株
式
会
社
孫
の
手
倶

楽
部 

狭
山
市

園
二
四
―

二
一
甲
田
ビ
ル
Ｃ
棟

一
階 

狭
山
東
口
駅
前
接
骨

院 

変

更

前 

千
葉
県
船
橋
市
本
町

六
―
四
―
二
三
―
一

〇
一 

ラ
ポ
ー
ル
鍼
灸
接
骨
院 

所
沢
市
西
所
沢
一
―

一
二
―
九
リ
コ
リ
ス
西

所
沢
一
〇
一
Ｂ 

西
所
沢
バ
ラ
ン
ス
接
骨

院 

変

更

後 



  

植
松 

浩 

塚
原 

芽
久
美 

施
術
所 

施
術
所 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 
称 

所
在
地 

名 

称 

熊
谷
市
中
央
二
―
四

五
―
一
〇
三 

ハ
ー
ト
フ
ル
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
院
熊
谷 

（
追
加
） 

（
追
加
） 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
上

山
口
新
田
六
九
―
三

〇
二 

そ
わ
か 

鴻
巣
市
本
町
四
―
五

―
九
新
井
ビ
ル
一
〇

三 Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
鴻
巣
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 
 

鴻
巣
市
本
町
四
―
五

―
九
新
井
ビ
ル
一
〇

三 Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
鴻
巣
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

 

上
尾
市
原
新
町
一
九

―
一
友
光
ビ
ル
一
Ｆ 

Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
上
尾
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
三
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  

幸
手
ク
リ
ニ
ッ
ク 

さ
き
た
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
豊
岡
整
形
外

科
病
院 

医
療
法
人
社
団
宏
友
会 

栗
原
整
形
外
科 

医
療
法
人
大
城
胃
腸
科

外
科
医
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会 

戸
田
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院 

あ
い
小
児
科 

蕨
眼
科 

名 

称 

幸
手
市
上
高
野
二
〇
七
七 

行
田
市
持
田
一
二
三
二
―
一 

入
間
市
豊
岡
一
―
八
―
三 

朝
霞
市
幸
町
一
―
一
―
五 

朝
霞
市
本
町
二
―
四
―
三
〇 

戸
田
市
本
町
一
―
一
四
―
一 

草
加
市
草
加
一
―
一
八
―
一
二 

蕨
市
塚
越
二
―
三
―
一
二 

所 
在 

地 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
七
月
二
十

八
日 

令
和
元
年
九
月
三
十

日 令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 廃

止
年
月
日 



  

有
限
会
社
イ
デ
薬
局 

ハ
ー
ト
か
ね
ま
ん
薬
局

朝
霞
青
葉
台
店 

み
な
み
薬
局 

日
本
調
剤
春
日
部
中
央

薬
局 

南
山
堂
薬
局
春
日
部
店 

み
つ
は
し
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

国
神
引
間
歯
科
医
院 

向
陽
歯
科
医
院 

草
加
い
す
ず
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

ウ
エ
ル
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク た
わ
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク 

入
間
市
河
原
町
五
―
一
四 

朝
霞
市
青
葉
台
一
―
三
―
二 

朝
霞
市
朝
志
ヶ
丘
四
―
七
―
一
四 

春
日
部
市
中
央
六
―
八
―
三 

春
日
部
市
中
央
六
―
八
―
四 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
小
鹿
野
一
八
〇
八 

秩
父
郡
皆
野
町
国
神
六
五
五
―
一
一 

所
沢
市
緑
町
四
―
三
六
―
四 

草
加
市
高
砂
二
―
九
―
一
草
加
丸
井
七
Ｆ 

春
日
部
市
藤
塚
一
〇
五
三
―
五 

鶴
ヶ
島
市
藤
金
六
五
〇
―
一 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
九
月
三
十

日 令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
二
十

八
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
八
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

ヒ
ロ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク 

名
称 

蕨
市
中
央
七
―
三
五
―
二
Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ 

ビ
ル
一
Ｆ 

所
在
地 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

辞
退
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

宮
嶋
整
形
外
科 

み
ど
り
の
森
薬
局 

か
み
と
だ
薬
局 

べ
に
花
の
郷 

名
称 

久
喜
市
菖
蒲
町

菖
蒲
四
〇
三
一 

入
間
郡
三
芳
町

北
永
井
九
九
七

―
七 

戸
田
市
上
戸
田

二
―
一
三
―
一 

桶
川
市
坂
田
字

原
五
一
六
―
一 

所
在
地 

医
療
法
人
社
団

宮
嶋
整
形
外
科 

グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
株
式

会
社 

株
式
会
社
メ
デ

ィ
フ
ォ 

社
会
福
祉
法
人

明
和
会 

開
設
者
名 

介
護
予
防
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

居
宅
介
護
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
元
年
十
二
月

一
日 

令
和
元
年
十
二
月

一
日 

令
和
元
年
十
月
一

日 令
和
元
年
十
一
月

一
日 指

定
年
月
日 



 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部 

児
玉
郡
神
川
町

肥
土
二
二
〇 

悠
馬
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
有
限

会
社 

介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同

生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護 

令
和
元
年
五
月
一

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

レ
ン
タ
ル
ふ
く
し
の
ま

ち
深
谷 

ふ
く
し
の
ま
ち
深
谷 

通
所
介
護
事
業
所
「
新

生
ホ
ー
ム
」 

行
田
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

居
宅
介
護
支
援
事
業

所
「
新
生
ホ
ー
ム
」 

名
称 

事
業
所
名

称 事
業
所
名

称 事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

変
更
事
項 

株
式
会
社
福
祉

の
街 

北
埼
玉

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
の
ま
ち

深
谷 

上
尾
市
平
方
領

領
家
二
二
四
―

一 行
田
市
須
加
一

五
六
三 

上
尾
市
平
方
領

領
家
二
二
四
―

一 

変
更
前 

レ
ン
タ
ル
ふ
く

し
の
ま
ち
深
谷 

ふ
く
し
の
ま
ち

深
谷 

上
尾
市
平
方

領
々
家
二
一
三

―
一 

行
田
市
富
士
見

町
二
―
一
六
―

一
六 

大
沢
コ

ー
ポ
二
〇
一
号 

上
尾
市
平
方

領
々
家
二
一
三

―
一 変

更
後 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 
 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

訪
問
介
護 

 

訪
問
入
浴
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

護 通
所
介
護 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
介
護
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

ア
イ
ン
薬
局 
八
潮

店 訪
問
介
護
事
業
所
あ

さ
が
お
志
木 

事
業
所
名

称 事
業
所
所

在
地 

ふ
れ
あ
い
薬
局 

志
木
市
中
宗
岡

一
―
一
九
―
六

一 

ア
イ
ン
薬
局 

八
潮
店 

志
木
市
中
宗
岡

一
―
一
九
―
五

一 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

訪
問
介
護 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
七
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  
 

山
川
医
院 

医
療
法
人
社
団
東
光

会 

戸
田
中
央
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院 

名
称 

所
沢
市
小
手
指
町

一
―
一
一
―
六 

戸
田
市
本
町
一
―

一
四
―
一 

所
在
地 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
元
年
八
月
三
十

一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

廃
止
年
月
日 



 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ふ
く

し
の
ま
ち
深
谷 

春
日
部
ロ
イ
ヤ
ル
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 有
限
会
社 

イ
デ
薬

局 薬
局
ト
モ
ズ 

小
手

指
店 

向
陽
歯
科
医
院 

川
角
歯
科
医
院 

深
谷
市
岡
部
二
〇

一
六
―
一 

春
日
部
市
藤
塚
二

六
二
二
―
二 

入
間
市
河
原
町
五

―
一
四 

所
沢
市
小
手
指
町

三
―
二
一
―
二
小

手
指
ハ
イ
ツ
Ｓ
棟 

所
沢
市
緑
町
四
―

三
六
―
四 

入
間
郡
毛
呂
山
町

川
角
四
六
三
―
一 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

平
成
二
十
六
年
六
月

三
十
日 

平
成
二
十
二
年
四
月

十
一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

平
成
三
十
一
年
三
月

二
十
一
日 

令
和
元
年
十
月
三
十

一
日 

平
成
三
十
一
年
一
月

三
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

上
福
岡
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

 
 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
原
二
―
一
―
三
十 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者 

 

の
氏
名 

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

橋
本
勝 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
地
一 

三 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
三
条
第
一
項
に
定

め
る
基
準
面
積
以
下
と
な
っ
た
日 

 
 

令
和
元
年
八
月
二
十
六
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
四
十
九
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
法
第
六

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

高
坂
丘
陵
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

 
 

 

埼
玉
県
東
松
山
市
松
風
台
九
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
マ
ミ
ー
マ
ー
ト 

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
オ
ー
ル
株
式
会
社 

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
定 

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
マ
ミ
ー
マ
ー
ト 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
オ
ー
ル
株
式
会
社 

午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
定 

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
元
年
十
二
月
十
九
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
元
年
十
二
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 



 
 

 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

秦
第
二
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

 

江
利
川 

俊 

一 
 

埼
玉
県
熊
谷
市

和
田
八
百
十
七
番
地
一 

 
 

同 
 

 

中 

川 

登
美
夫 

 

同 
 

同 
 

同 
 

六
百
七
十
番
地 

 
 

同 
 

 

木 

村 

幸 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

三
十
七
番
地 

 
 

同 
 

 

小 

峰 

正 
 

明 
 

同 
 

同 
 

弁
財
百
五
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

江
利
川 

 
 

清 
 

同 
 

同 
 

和
田
千
八
百
二
十
番
地 

 
 

同 
 

 

鈴 

木 

國 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
二
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

森 
 

 
 

 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
十
七
番
地 

 
 

同 
 

 

福 

田 

三 

郎 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

橋 

本 

利 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

千
七
百
七
十
六
番
地 

 
 

同 
 

 

山 

本 
 

 

忠 
 

同 
 

同 
 

同 
 

三
千
百
六
十
九
番
地 

 
 

同 
 

 

齊 

藤 

健 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

三
千
百
六
十
三
番
地
一 

 
 

同 
 

 

今 

村 

進 

二 
 

同 
 

同 
 

同 
 

七
百
九
十
三
番
地 

 
 

同 
 

 

荻 

野 

晃
三
郎 

 

同 
 

同 
 

俵
瀬
百
五
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

筑 

井 
 

 

誠 
 

同 
 

同 
 

弁
財
百
二
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

菊 

地 

豊 

一 
 

同 
 

同 
 

大
野
二
百
七
十
二
番
地 

 
 

同 
 

 

小 

林 

正 

俊 
 

同 
 

同 
 

同 

八
百
七
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

江 

森 

福
二
長 
 

同 
 

同 
 

日
向
千
八
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

長
谷
川 

淳 

一 
 

同 
 

同 
 

上
須
戸
七
百
五
十
五
番
地
一 

 
 

監
事 

 

石 

井 
 

 

淳 
 

同 
 

同 
 

和
田
五
百
四
十
一
番
地 

 
 

同 
 

 

齊 

藤 

健 
 

一 
 

同 
 

同 
 

俵
瀬
五
百
八
十
三
番
地 

 
 

同 
 

 

鈴 

木 

吉 
 

明 
 

同 
 

同 
 

大
野
百
十
三
番
地 

二 

退
任 

 
 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

 

江
利
川 

俊 

一 
 

埼
玉
県
熊
谷
市

和
田
八
百
十
七
番
地
一 

 
 

同 
 

 

巻 

川 

長 

幸 
 

同 
 

同 
 

同 
 

六
百
二
十
六
番
地
一 



 
 

同 
 

 

中 

川 

興 

平 
 

同 
 

同 
 

同 
 

六
百
七
十
一
番
地
一 

 
 

同 
 

 

清 

水 

佐
太
雄 

 

同 
 

同 
 

俵
瀬
百
五
十
番
地
一 

 
 

同 
 

 

齊 

藤 

甚 

一 
 

同 
 

同 
 

和
田
七
百
九
十
六
番
地 

 
 

同 
 

 

森 
 

 
 

 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
十
七
番
地 

 
 

同 
 

 
福 

田 

三 

郎 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 
鈴 
木 

國 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

九
百
二
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

長 
井 
清 

治 
 

同 
 

同 
 

同 
 

千
八
百
十
番
地
一 

 
 

同 
 

 

小 

林 
一 

好 
 

同 
 

同 
 

同 
 

千
九
百
十
二
番
地
二 

 
 

同 
 

 

山 

本 
 

 
忠 

 

同 
 

同 
 

同 
 

三
千
百
六
十
九
番
地 

 
 

同 
 

 

齊 

藤 

健 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

三
千
百
六
十
三
番
地
一 

 
 

同 
 

 

小 

峰 

正 

明 
 

同 
 

同 
 

弁
財
百
五
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

筑 

井 
 

 

誠 
 

同 
 

同 
 

同 

百
二
十
四
番
地 

 
 

同 
 

 

相 

川 

一 

好 
 

同 
 

同 
 

大
野
七
百
八
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

小 

林 

正 

俊 
 

同 
 

同 
 

同 

八
百
七
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

加 

藤 

利 

郎 
 

同 
 

同 
 

同 
八
百
八
十
三
番
地 

 
 

同 
 

 

江 

森 

福
二
長 

 

同 
 

同 
 

日
向
千
八
十
八
番
地 

 
 

監
事 

 

石 

井 
 

 

淳 
 

同 
 

同 
 

和
田
五
百
四
十
一
番
地 

 
 

同 
 

 

尾 

崎 

榮
一
郎 

 

同 
 

同 
 

大
野
八
百
八
十
二
番
地 

 
 

同 
 

 

常 

見 

善 

治 
 

同 
 

同 
 

俵
瀬
二
百
三
十
二
番
地 

 
 

 

 
 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
再
設
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
・
四
級
基
準
点
測
量
）
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
南
大
塚
三
丁
目
、
川
越
市
新
井
宿
五
丁
目
、
川
越
市
今
成
四
丁
目
、 

 
 

川
越
市
上
戸
新
町
、
川
越
市
大
字
府
川 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
北
本
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

北
本
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
デ
ジ
タ
ル
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

北
本
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
三
号 

 
令
和
元
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
六
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
八
日
終

了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
三
芳
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
六
―
三
一
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
鹿
下
三
百
三
十
八
―
六 

外
十
七
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

八
百
八
十
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
七
―
三
六
―
二
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
日
高
市
大
字
下
大
谷
沢
字
新
林
五
百
四
十
六
番
一
の
一
部
、
五
百
四
十
六
番
十
三
、 

 

五
百
四
十
六
番
十
四
、
五
百
四
十
六
番
二
十
五
の
一
部
、
五
百
四
十
六
番
二
十
八
、
五
百
四
十 

 

六
番
四
十
一
、
五
百
四
十
六
番
四
十
二
、
五
百
四
十
六
番
四
十
三
、
五
百
四
十
六
番
四
十
四
、 

 

五
百
四
十
六
番
四
十
六
、
五
百
四
十
六
番
四
十
九 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

二
千
九
百
九
十
六
・
六
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
八
―
四
二
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
戸
守
字
賀
美
三
百
九
十
六
番
六
、
四
百
二
番
一
、
四
百
十
四
番 

 

一
、
四
百
十
四
番
七 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

二
十
三
・
八
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
七
号 

 
鶴
ケ
島
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鶴
ヶ
島
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
に

係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

 
 

 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

 

二 

路

線

名 
 

前
橋
長
瀞
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 

   

新 旧 

旧 
新 
別 

 
本
庄
市
児
玉
町
太
駄
字
中
反
四
六
九
番

地
先
か
ら
同
市
児
玉
町
太
駄
字
中
反
四

六
九
番
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

一
二
・
四
二 

 
 

 
 

～ 

 
 

 
 

三
五
・
七
六 

 

一
二
・
四
二 

 
 

 
 

～ 一
四
・
〇
二 

 

   

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
） 

  

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

 
 

四
四
・
五
〇 

 
 

 

 
 延 

 

長
（
メ
ー
ト
ル
） 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

落
石
防
護
柵
設
置
工
事 

 

 

備 

 

 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

 
 

 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

 

二 

路

線

名 
 

前
橋
長
瀞
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

 
児
玉
郡
神
川
町
大
字
下
阿
久
原
字
冥
加

沢
一
八
九
四
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町 

大
字
下
阿
久
原
字
冥
加
沢
一
八
九
四
番

一
地
先
ま
で 区 

 
 

 

間 

  
 

一
九
・
八
六 

 
 

 
 

～ 

 
 

 
 

三
五
・
一
八 

 
 

 
 

一
七
・
九
四 

 
 

 
 

～ 二
五
・
四
二 

 

   

敷
地
の
幅
員(

メ
ー
ト
ル)

 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 
  

 
 

二
三
・
三
三 

 
 

 

 
 

延 
 

長(

メ
ー
ト
ル)

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

落
石
防
護
柵
設
置
工
事 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

 
 

 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

 

二 

路

線

名 
 

長
瀞
児
玉
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 

   

新 旧 

旧 
新 
別 

 
本
庄
市
児
玉
町
小
平
字
上
間
瀬
二
〇
二

八
番
一
〇
地
先
か
ら
同
市
児
玉
町
小
平

字
上
間
瀬
二
〇
二
八
番
一
二
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

 
 

一
五
・
一
七 

 
 

 
 

～ 

 
 

 
 

三
五
・
四
四 

 
 

 
 

一
五
・
一
七 

 
 

 
 

～ 一
六
・
〇
三 

 

   

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
） 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

 
 

二
二
・
三
三 

 
 

 

 
 

延 
 

長(

メ
ー
ト
ル)

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

落
石
防
護
柵
設
置
工
事 

 

 

備 

 

 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

 
 

 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

 

二 

路

線

名 
 

矢
納
浄
法
寺
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 

   

新 旧 

旧 
新 
別 

 
児
玉
郡
神
川
町
大
字
上
阿
久
原
字
猿
羽

背
一
五
四
三
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町

大
字
上
阿
久
原
字
石
頭
一
四
九
二
番
二

地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

 
 

五
・
八
二 

 
 

 
 

～ 一
六
四
・
一
一 

  
 

 
 

～ 

 
 

 
 

五
・
八
二 

 
 

 
 

～ 一
六
四
・
一
一 

 

   

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
） 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

 
 

一
、
六
四
〇
・
〇
〇 

 
 

 

 
 延 

 

長
（
メ
ー
ト
ル
） 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

落
石
防
護
柵
設
置
工
事 

 

 

備 

 

 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

さ
い
た
ま
栗
橋
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

久
喜
市
西
大
輪
字
原
二
三
八
番
三
地
先
か

ら
同
市
西
大
輪
字
原
二
一
五
番
四
地
先
ま

で 

区 
 
 
 
 
 

間 

一
九
・
七
九
～ 

 

二
二
・
五
二 

一
九
・
三
五
～ 

 

一
九
・
九
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
〇
・
三
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
七
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

令
和
二
年
一
月
九
日 

午
前
九
時
三
十
分 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 
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